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第第6633回回日日本本生生物物物物理理学学会会22002255年年会会
BBPPセセミミナナーー

プログラム番号 BPセミナー7 (E会場: 201) 
開催日時 2025年9月26日 (金) 12:00 ‒ 12:50

演演題題11：：招招待待講講演演
タタンンパパクク質質ププロロトトタタイイピピンンググ技技術術にに対対すするる展展望望ももししくくはは妄妄想想
東京大学大学院 工学系研究科 応用化学専攻 教授
野野地地  博博行行 先生
近年、計算的なタンパク質モデリング技術や配列設計手法の進展により、in silico でタン
パク質構造を合理的に設計することが可能となってきた。一方で、機能を持つタンパク質
分子や分子システムの合理的設計は依然として大きな課題であり、実験的な検証を必要と
する。こうした背景のもと、多数の候補タンパク質を迅速かつ低コストで合成・評価する
ためのプロトタイピング技術の刷新が求められている。特に、oligonucleotide library 
mix から目的配列を選択的に取得し、高効率にDNAを構築する分子操作技術の開発が重要
である。一方、各種一分子計測技術の確立により、プロトタイピングに必要なDNAやタン
パク質は微量で済むケースも増えている。本講演では、現行の設計・評価技術を俯瞰した
上で、１分子スケールでの分子操作・分子評価を前提とした、将来的な超高効率プロトタ
イピング技術の可能性について展望（妄想）する。

演演題題22：：企企業業講講演演
WWrriittiinngg  tthhee  FFuuttuurree::  ああななたたのの最最高高のの研研究究アアイイデディィアアをを
実実現現すするるTTwwiisstt人人工工遺遺伝伝子子ツツーールル

Twist Bioscienceシニアビジネスディベロップメントマネージャー
金城 一貴

【【おお問問いい合合わわせせ先先】】
Twist Bioscience
Email: jsalescustomer@twistbioscience.com
Phone: 045-345-5840

または、こちらのフォームから→
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１．PDBj の最近の活動と wwPDB の今後の活動方針について
Activity report of PDBj and activity plan of wwPDB

ｑ栗栖源嗣 (大阪大学蛋白質研究所)
Genji Kurisu, Institute for Protein Research
The University of Osaka

PDBj（https://pdbj.org）は，worldwide PDB(https://wwwpdb.org) の設立メンバーとしてアジ

ア・中東地区で決定された蛋白質等の生体高分子の構造をwwPDBが管理するコアアーカイブ

（PDB,BMRB,EMDB）に登録処理し，国際的に協調して座標と実験データを全世界へ無償で公開し

ています。今回のセミナーでは，wwPDBが管理するコアアーカイブの今後の運営体制とデータ検

証の方向性について説明いたします。さらに2024年PDBjが主催し日本で行ったwwPDB運営諮問委

員会で議論されたPDB周辺の最近の状況を紹介します。PDBjの最近の活動として昨年10月に新し

くスタートしたUniProtポータルの機能を中心に複数の新サービスについて解説します。

２．計算によって得られたデータと結晶回折像のPDBjへの登録
Deposition of computationally derived data and 
crystal diffraction images to PDBj

Gert-Jan Bekker (大阪大学蛋白質研究所)
Institute for Protein Research
The University of Osaka

￥

Protein Data Bank Japan 
https://pdbj.org

日本蛋白質構造データバンク（PDBj）事務局
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 3-2
大阪大学蛋白質研究所 蛋白質構造データバンク構築研究室
TEL: 06-6879-4311 (事務局) 8634 (登録事務局)

PDBj has developed two novel archives for deposition of data beyond structures to the PDB. 
The Biological Structure Model Archive (BSMA or BSM-Arc, https://bsma.pdbj.org/) enables 
researchers to submit data derived from computational methods, such as molecular dynamics 
simulations. On the other hand, the Xtal Raw Data Archive (XRDa, https://xrda.pdbj.org/) 
enables researchers to submit raw crystal diffraction images to PDBj. For both archives, 
depositors login using their ORCID ID to submit or modify an entry. Data can either be 
uploaded via a web form, or via RSYNC/SFTP, and upon publication, the data becomes 
publicly available and can be downloaded via HTTPS or RSYNC. Each entry is also assigned 
a unique DOI for linking from publications. We invite researchers to submit their raw data to 
BSM-Arc and XRDa to publicly share the data in a similar manner as structural data is being 
shared via the PDB.
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